
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
川
柳
（
無
礼
講

本
音
で
語
り

左
遷
さ
る
）
（
い
つ
買
っ
た
？

返
事
は
い
つ
も

安
か
っ
た) 

（
今
帰
る

妻
か
ら
返
信

ま
だ
い
い
よ
）
（
出
張
で

見
送
る
妻
は

な
ぜ
笑
顔
）

演
題
の
も
と
、
講
演
が
あ

り
ま
し
た
。

講
演
の
内
容
で
す
が
他

国
の
領
土
問
題
を
例
に
挙

げ
、
日
本
は
主
権
が
侵
害

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
一
番

な
が
お
か
ラ
イ
フ
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
（
以
下

Ｌ
Ｓ
Ｃ
）
応
援
団
２
０
１

２
年
度｢

ち
っ
と
手
伝
お

う
ね
か｣

会
議
が
、
７
月

13
日(

金)

13
時
30
分
か

ら
勤
労
会
館
で
開
か
れ

た
。こ

の
応
援
団
は
、
な
が

お
か
Ｌ
Ｓ
Ｃ
の
活
動
を
応

援
・
支
援
し
、
会
員
同
士

の
自
由
な
交
流
を
図
る
こ

と
を
目
的
に

09
年
２
月

に
旗
揚
げ
し
た
団
体
で
、

毎
年
７
月
に
会
議
を
開
く

こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
現

在
の
会
員
は
26
名
だ
。

会
議
で
は
、
年
間
２
回

の｢

お
た
よ
り
ニ
ュ
ー
ス｣

の
発
行
や
Ｌ
Ｓ
Ｃ
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
不
在
時
の

相
談
受
付
対
応
等
が
報
告

さ
れ
た
。
続
い
て
の
審
議
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会
場
に
は
現
地
の
写
真

や
、
新
潟
県
出
身
で
北
方

領
土
の
開
拓
に
尽
力
さ
れ

た
方
の
パ
ネ
ル
等
が
展
示

し
て
あ
り
、
今
ま
で
県
民

の
方
が
こ
こ

ま
で
尽
力
さ

れ
て
い
た
と

は
思
っ
て
お

り
ま
せ
ん
で

し
た
の
で
、

正
直
大
変
驚

き
ま
し
た
。

講
演
会
で

は
講
師
に
新

潟
県
立
大
学

教
授
、
袴
田

茂
樹
氏
に
よ

る
「
プ
ー
チ

ン
は
島
を
返

す
か
―
ロ
シ

ア
人
の
領
域

意
識
―
」
の

去
る
７
月

14

日
、
新

潟
市
に
て
行
わ
れ
た
北
方

領
土
返
還
要
求
運
動
新
潟

県
民
会
議
へ
出
席
し
て
参

り
ま
し
た
。
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を
目
標
に
取
り
組
み

を
進
め
て
い
る
こ
と
、
ト

キ
の
住
め
る
生
態
系
の
保

護
、
ノ
ー
マ
イ
カ
ー
デ
ー

の
取
組
み
、
ノ
ー
レ
ジ

袋
、
ノ
ー
白
熱
電
球
の
全

県
展
開
等
々
、
環
境
保
護

の
多
岐
に
わ
た
る
県
の
施

策
説
明
が
行
わ
れ
た
。

続
い
て
、
農
林
水
産
省

農
村
振
興
局
農
村
整
備
補

佐
官
の
小
野
寺
晃
宏
氏
か

ら
は
「
小
水
力
発
電
に
つ

い
て
」
と
題
し
小
規
模
で

も
再
生
可
能
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
し
て
の
優
位
性
、

CO
２
の
発
生
が
な
く
環

境
に
や
さ
し
い
エ
ネ
ル

ギ
ー
で
あ
り
、
落
差
と
一

定
の
水
量
が
あ
れ
ば
少
な

い
コ
ス
ト
で
設
置
が
可
能

で
、
新
潟
県
が
全
国
４
位

の
中
小
水
力
発
電
所
の
設

置
状
況
か
ら
し
て
も
川
と

山
に
恵
ま
れ
た
環
境
に
相

応
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し

て
、
ま
た
、
震
災
の
伴
う

原
発
事
故
に
よ
っ
て
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
関
心
が
集
ま
る

な
か
で
、
興
味
深
い
講
演

で
あ
っ
た
。

二
人
の
講
演
の
後
、
小

水
力
発
電
の
具
体
的
な
設

置
金
額
の
質
問
な
ど
４
名

の
参
加
者
よ
り
質
問
が
出

さ
れ
、
地
球
規
模
で
進
行

す
る
温
暖
化
に
対
し
て
県

と
し
て
取
組
み
課
題
と
一

人
ひ
と
り
が
で
き
る
課
題

を
認
識
し
、
連
合
で
も
取

り
組
ん
で
い
る
ピ
ー
ク

カ
ッ
ト

21
へ
の
協
力
も

含
め
て
、
環
境
保
護
の
大

切
さ
を
痛
感
す
る
学
集
会

で
あ
っ
た
。

(

国
民
担
当
・
皆
川
幹
事)

ト
の
実
施
な
ど
県
民
に
対

す
る
啓
発
活
動
を
行
い

CO
２
の
排
出
を
２
０
１

２
年
ま
で
に
１
９
９
０
年

の
６
％
削
減(

京
都
議
定

れ
た
。

終
わ
り
に
出
席
者

11

名
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
近
況

報
告
が
あ
り
、

12
年
度

の
取
り
組
み
方
針
が
決

ま
っ
た
。

よ
り
県
の
取
組
み
施
策
の

紹
介
が
さ
れ
た
。
主
に
は

自
然
公
園
面
積
が
全
国
２

位
、
森
林
面
積
が
全
国
６

位
な
ど
新
潟
県
が
自
然
環

境
に
恵
ま
れ
て
い
る
こ

と
、
そ
の
環
境
を
大
切
に

す
る
取
組
み
と
し
て
ご
み

の
リ
サ
イ
ク
ル
、
節
電
や

エ
コ
活
動
の
推
進
の
た
め

の
エ
コ
ラ
イ
フ
コ
ン
テ
ス

に
佐
々
木
さ
ん
を
決
定
し

た
。
佐
々
木
さ
ん
か
ら
は

｢

長
老
と
い
う
に
は
歳
が

足
り
な
い
が
、
体
も
元
気

な
の
で
受
け
さ
せ
て
い
た

だ
く
」
と
挨
拶
が
の
べ
ら

７
月

21

日
、
新
潟
市

内
の
勤
労
福
祉
会
館
で
約

１
０
０
名
が
集
っ
て
「
新

潟
県
・
食
と
環
境
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」
主
催
の
学
習
会

が
開
催
さ
れ
た
。

最
初
に
「
新
潟
県
の
環

境
施
策
に
つ
い
て
」
と
題

し
新
潟
県
県
民
生
活
環
境

部
環
境
企
画
課
地
球
環
境

対
策
室
長
の
米
田
和
弘
氏

重
要
と
の
事
で
し
た
。

皆
さ
ん
、
北
方
領
土
４

島
す
べ
て
言
え
ま
す
か
？

す
べ
て
言
え
る
方
の
方
が

少
な
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
？
私
も
言
え
ま

せ
ん
で
し
た
。

今
回
出
席
し
て
、
今
ま

で
よ
り
も
北
方
領
土
に
つ

い
て
関
心
を
持
ち
、
現
状

の
ま
ま
で
は
決
し
て
良
く

な
い
の
だ
と
痛
感
し
ま
し

た
。

(

国
民
担
当
・
島
田
幹
事)

事
項
で
は
、
会
員
拡
大
や

年
２
回
の｢

お
た
よ
り

ニ
ュ
ー
ス｣

発
行
、
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
不
在
時
の

相
談
受
付
対
応
等
を
決
定

し
た
。
ま
た
、
松
岡
さ
ん

か
ら
長
老
引
退
が
表
明
さ

れ
て
い
た
た
め
、
新
長
老
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北
方
領
土
返
還
要
求
運
動
県
民
会
議

平
成
24
年
度
総
会
・
県
民
大
会
に
出
席

講
演
と
パ
ネ
ル
展
で
北
方
領
土
運
動
へ
の
理
解
を
深
め
る

芸
能
人
の
「
不
正
受
給
疑

惑
」
に
は
じ
ま
っ
た
生
活
保
護

バ
ッ
シ
ン
グ
が
加
熱
し
て
い

る
。
こ
の
問
題
を
積
極
的
に
取

り
上
げ
て
い
る
の
は
自
民
党

で
、
こ
の
批
判
を
利
用
し
て
制

度
改
定
を
行
お
う
と
し
て
い

る
。
同
党
の
「
日
本
の
再
起
の

た
め
の
政
策
」
の
な
か
で
も

「
ま
ず
、
自
分
が
頑
張
る
！
＝

自

助
・
自

立
・
個

人

の

責

任

感)

」
が
三
つ
理
念
の
柱
の
一
つ

に
な
っ
て
い
る
▼
ラ
イ
フ
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
や
新
た
に
発

足
し
た
パ
ー
ソ
ナ
ル
サ
ポ
ー
ト

事
業
に
相
談
に
こ
ら
れ
る
方
々

の
状
況
で
も
明
ら
か
な
よ
う

に
、
い
ま
社
会
と
の
絆
を
断
た

れ
苦
境
に
陥
っ
て
い
る
人
は
、

決
し
て
怠
け
者
だ
か
ら
今
の
状

況
に
な
っ
た
の
で
は
な
く
、
逆

に
個
人
で
と
に
か
く
頑
張
ら
な

い
と
行
け
な
い
と
思
い
込
み
、

も
が
き
に
も
が
い
て
蟻
地
獄
の

よ
う
な
現
代
社
会
の
な
か
で
苦

境
に
陥
っ
て
い
る
の
が
現
状
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
▼
連
合
の
掲

げ
る
「
働
く
こ
と
を
軸
と
す
る

安
心
社
会
」
が
目
指
し
て
い
る

の
も
、
個
人
が
頑
張
る
に
は
そ

の
土
台
と
な
る
社
会
の
セ
ー
フ

テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
＝
公
助
が
確
立

さ
れ
て
は
じ
め
て
自
助
が
成
り

立
つ
と
い
う
の
が
柱
だ
と
思

う
。
そ
の
具
体
化
が
社
会
保
障

と
税
の
一
体
改
革
で
あ
る
と
思

う
の
だ
が
、
６
月
に
衆
議
院
で

可
決
さ
れ
た
「
社
会
保
障
制
度

改
革
推
進
法
」
案
で
は
、
自
民

党
の
主
張
す
る
自
助
が
前
面
に

出
て
公
助
が
後
方
に
回
っ
て
政

府
の
役
割
を
自
助
へ
の
後
方
支

援
に
限
定
し
て
い
る
▼
こ
こ
は

し
っ
か
り
連
合
本
部
に
頑
張
っ

て
も
ら
っ
て
、
「
働
く
こ
と
を

軸
と
す
る
安
心
社
会
」
が
看
板

倒
れ
に
終
わ
ら
な
い
社
会
保
障

制
度
改
革
に
な
る
よ
う
運
動
を

組
み
立
て
て
も
ら
い
た
い
。

副議長

横澤勝之≪№84≫

   東蔵王２

新
潟
県
・
食
と
環
境
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
２
０
１
２
年
度
学
習
会

環
境
講
演
と
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

第
２
回
ち
っ
と
手
伝
お
う
ね
か

な
が
お
か
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
・応
援
団
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サ
ラ
リ
ー
マ
ン
川
柳
（
予
想
外 

ア
リ
バ
イ
崩
す 

妻
の
勘
）
（
「
ボ
ー
ナ
ス
」
を 

変
換
し
た
ら 

「
少
与
」
で
す
）
（
手
品
好
き 

上
司
の
デ
ス
ク
が 
消
え
て
い
た)

（
カ
レ
ン
ダ
ー 

妻
の
予
定
が 

ま
ず
埋
ま
り)
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連合中越加盟単組紹介
―― 北越メタル労働組合 ――

３

私たち北越メタル労働組

合は長岡支部と三条支部の

２支部で構成され、組合員

数は199名、産別では日本

基幹産業労働組合連合会

（基幹労連）に加盟してい

る単組であります。

主な活動としては、10
月に「定期大会」を開催。12月には組合員やその家族を対象

とした「忘年パーティー」を開催し、毎年多くの人より参加

をいただいています。また、7月には産別内の近隣単組との

「安全交流会」を開催し、組合員の安全に対する意識高揚と

安全職場の構築に向けた取り組みも行っています。

今後は「結成70周年行事」も控え、更に活動的に取り組ん

でいきたいと思います。

連合十日町支部だより

７月２９日（日）から９月１７日（月）の５１日間、

十日町市と津南町を会場にして、３年に一度の「大地の

芸術祭 越後妻有アートトリエンナーレ２０１２」が開

催されています。

５回目となる今回は、４４の国と地域から約３６０点

の作品やプロジェクトがお楽しみいただけます。

広範囲に作品が展示されているため１日で全部見るこ

とはできませんが、ぜひパスポート(一般３，５００円)

を購入し全作品制覇に挑戦してください。 

「参加申込書」は連合新潟

ホームページからダウンロード

締切８月３１日


